
〈中 学 校 特 別 活 動 部 会 〉

研 究 主 題

「自 ら学 び 考 え る力 を 育て る指 導 の 工 夫 ・改 善 」

一 学 級 活 動(2)ア にお け る 、生徒 一 人 一 人 の健 全 な 生活 態度 を養 う取組 等 を通 して 一

研究の概要

学 習指 導 要領 に示 され てい る特別 活動 の 目標 は、学級 活 動 、生徒 会 活動及 び 学校 行事 の指

導 の充 実 に よって実 現 で きる もので ある。そ して 、3つ の内容 の指 導の充 実 を図 るた め には 、

それ ぞれ が 望 ま しい集 団活 動 と して展開 され 、相互 に補 充 し合 い 、交流 し合 うこ とが大 切 で

あ る。 特 に 、学 級活 動 は 、生徒 の学 校に お け る基礎 的 な生 活 単位 ともい うべ き学 級集 団 を基

盤 と して行 われ る活 動 で あ り、学校 生活 の全般 にかか わ る事柄 を扱 うもの であ る。 したが つ

て、 学級 活 動 の充 実 な く して は、生 徒会 活動 、学校 行 事 の質的 向上 は な く、特別 活動 の 目標

を達成 す るこ とはで きな い。

学 級活 動 の活 動内 容 の1つ であ る学級 活動(2)の 内 容例 ア(以 下 、学級 活動(2)ア)は 、 中

学 校 段階 の 生徒 が 直面 して い る問題 との か かわ りの 中で 、人 間 として の生 き方 を探求 させ る

こ とに よ り、生 徒一 人一一人 の健 全 な生活 態度 を育成 しよ う とす る もの で ある。 今 日、各 学校

にお いて は 、様 々 な不 安 や悩 み 、また 自分 の 目標 が達成 され な い こと等 か ら、無 気力 傾 向 に

陥 った り、 非 行 に 走 った りす る姿 が一 部 の 生徒 に 見 られ る。 この よ うな状 況 を踏 ま え 、学

級 の 生 徒 の相 互 理解 を深 め 、生徒 が直 面 して い る問題 を と もに解 決 してい こ うとす る意 欲

等 を育成 す る こと等 を 目指 して、学級 活動(2)ア を一層 充 実 させ る ことが求 め られ て い るe

本 部会 で は、 平成17年 度 の研 究 テー マ で もある 「学 習 指 導要領 の 『基 準性 』 を踏 ま え た

個 に応 じた 指導 の在 り方 」を踏 まえ 、学級 活動(2)ア の6つ の項 目の中 で、どの内容 が 十分 に

実施 され てい ない か等 の実 態調 査及 び分 析 を行 うと ともに、 活性 化 され てい ない内 容 にっ い

ての研 究 を進 めた。 さ らに 、平成16年 度 の研 究成 果 を生 か し、学級 活動(2)ア にお け る、評

価 を生 か した 、個 に応 じた指 導 の在 り方 を追求す る こと と した、

:研 究 の 目 的

生 徒 一 人一 人の健 全 な生 活態度 を育成す るための個 に応 じた指 導 の在 り方 を追究す る ため に 、

学級 活 動(2)ア の項 目、 「(ア)青年 期 の不安や 悩 み とそ の解決 」、「(イ)自己及 び他者 の個 性 の理 解

と尊 重」、 「(ウ)社会 の 一員 と して の 自覚 と責任 」、 「(⇒男女 相 互の 理解 と協 力」、 「(オ)望ま しい 人

間 関係 の確 立」、「(カ)ボランテ ィア 活動 の意義 の理解 」につ い て活動 の充 実 を図 る上で の阻 害 要

因 を考察 す る と もに、指 導 の在 り方や 実践例 を提示 す る。

皿 研 究 の 方 法

学級 活 動(2)ア の各項 目が 、各学 校 にお いて 、どの よ うに実 践 され てい るか を把握 す るた め に

実態 調 査 を行 い 、そ の結果 を分析 し、学級 活動 ② ア の活動 をいか に 充実 させ て い くか 、改 善策

等 の研 究開 発 を行 った。 また 、研 究 過程 にお いて は、研 究 を検証 す るた めの授 業を 実施 した。
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皿 研 究 の 内 容

1学 級 活動(2)ア の 充実 に向 けた各学 校 の課題

学級 活 動(2)ア は、中学校 段階 の生 徒 が直面 してい る問題 とのか かわ りの 中で、人間 と しての

生 き方 を探 求 させ る と ともに 、生徒 一 人一 人の健 全 な生活 態度 を育成 す る、心身 の成 長 の た め

に大 切 な活動 であ る。

学 習 指 導要 領 には 、学級活 動(2)ア の項 目 として 、「(ア)青年 期 の不 安や 悩み とそ の解決Jr(イ)

自己及 び 他者 の個性 の理解 と尊 重」 「(ウ)祉会の一 員 と しての 自覚 と責任 」r(エ)男 女相 互 の理 解

と協 力jf(オ)望 ま しい人 間関係 の確 立 」「(カ)ボランテ ィア活動 の意義 の理解 」の6つ を示 してい

るeし か し、本 部会 で本年 度行 った都 内 中学校96校879名 に よる実態調 査 におい て、 内容

例 に よっ ては 、各学 校 におい て、 意図 的 ・計画的 に充 実 した実 践 が行 われ てい ない場合 が 見 ら

れ る。 そ して 、実態 調査 の結果 を も とに活 動が充 実 しな い要 因等 を以 下の とお り分析 した。

図1の よ うに6つ の項 目の 中 で も、(イ)、(ウ)、(オ)

の よ うに、「個人 や他者 の個 性 を理解 す る活動 」や 、「集

団 の 規律 や社 会 のル ール 、人 間 関係 の在 り方等 を考 え

た りす る活 動」 を通 して、学級 や 学校 の生 活の 充実や

向上 を 図 る こ とを 目的 と した内容 例 は実施 され てい る

場 面 が 多 い。 それ は 、教 師 も比較 的取 り上げやす い と

感 じて い るか らだ と思われ るが 、実施 され てい る場合

で も突 発 的な 学級 で の生活 指導 上 の問題 に対応 して 実

施 され るケー スが多 い。 一方 、6項 目の 中で も(エ)、

(カ〉に つい て は、専 門 的 な知識 の習得や 外 部機 関 との連

携 、 学校 行事 ・生徒 会活 動 ・保 健 体育科 や道徳 な どの

学習 との密接 な相 互 の 関連 に よ り計画 を立て てい く必

要 が あ るが 、時 間的 な制約 等 か ら、計画 的 に実施 され

な か っ た り、教師 主 導 の活動 にな って しまった りす る傾 向 が ある。

「(ア)青年期 の不 安や 悩み とそ の解決 」につ いて は、学級 活 動 の 中で取 り上 げに くい と感 じて

い る教 師が特 に多 い。 この理 由 として 、 自分 に対す る他者 の態度 や評 価 で動揺 しやす い こ と、

自分 の 悩み を打 ち明 ける こ とで 、他者 か らの誹誘 中傷 を受 け るの ではな いか とい う不 安 を もち

や す い とい うこ と、 あるい は、生 徒 が思春期 をむ か えて い るこ とに教師 が配慮 す る あま り、学

級集 団 での 実施 に躊1蒔 して しま うこ と等 が考 え られ る。

2学 紐活 動(2)の ア の 改善 ・充実 に 向 けて

学 級 活動(2)ア の活 動 を改 善 ・充実 してい くため には、学級 活動(2)ア に示 され た活 動 内容 を 、

単 に均 等 に取 り上 げるの で はな く、学校 や学級 の 実態 に則 し、生 徒の発 達段 階 に応 じて重 点化

を 図 った り、相 互の 活動 の 関連 を図 った りす るな ど、指 導計 画 を作成す る ことが重要 で ある。

ま た 、教師 が 取 り上 げに くい と感 じてい る(ア)な どの項 目につ い て も、教科担 当教師 ・養 護教

諭 ・ス クー ル カ ウンセ ラー等 の 専門性 を生 か した活 動や 外部 機 関等 と協力 を 図った活 動 、他学

年 や 異校 種 と交 流す る活 動 な どを工夫 し、具体的 な指導 内容 や方 法 を改善 す る必 要 力霊あ る。
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(1)学 級活 動(2)ア の指導 計画作 成 上の 工夫

学 級活 動(2)ア を一層 、改 善 ・充実 させ るため には 、学 習指 導 要領 に示 され た指 導計 画 作成

に 当た って の基本 的 な配慮事 項 で ある 「学校 の実 態や 生徒 の発達 段階 及び特性 等 を考 慮 し、

教 師 の指 導 の下 に生徒 の 自主的 、実践 的 な活動 を助長 す る こ と」 等 を的破 に押 さえ てお く必

要 が あ る。本 部会 で は、学 級活 動(2)ア の指 導計画 を作 成す るに 当た っては 、特 に以下 の事 項

につ い て配慮 す る こ とが大切 で あ る と考 えた。

◆ 指導内容の重点化

年間指導計画の作成に当た っては、学年の実態や生徒の発達段階や各教科等で学ぶ内容

等 を考慮 して、取 り上げる活動内容の重点化を図るとともに、実態に応 じた活動を配列す

る。また、各活動においては、ね らい(育 てたい力)、 評価規準を明確に した もの とする。

【内容の且点化例】

内 容 項 目 1学 年 2学 年 3学 年

1

1(7) 青年期の不安や悩み とその解決 ◎ o

(イ) 自己及び他者の個性の理解 と尊重 ◎ o o

ω 社 会 の一 員 と しての 自覚 と貴任 o o ◎
ω 男女相互の理解と協力 o o ⑤
(才) 望ま しい人間関係の確立 ◎ o 0
(カ) ボランテ ィア活動の意義 o ◎ o

:■点化を図 った活動例一青年期の不安や悩みとその解決一】
2学 年 年間拍導計回抜響 「不安や悩みについて話 し合 おう」

月 活動名
活動内容 時 指導の 指導 ・援助の活動の内審

評 価
1 2 3 数 ね らい 留意点

自 分 た ち @ o 2 不 安 や 悩 み ・意識調査の ・班畏や学級 委 ・皆 で解 決す る

9 の 不 安 や に つ い て の 実施 員 を中心 と し 大 切 さ 老 知

悩 み に つ 問 題 解 決 に ・グループ協譜 た 自治的活動 る 。

月
い て 話 し 向 け て 班 や ・学 級 で の協 の活性化 を図 ・解決 す る方法

合お う 学 級 で 話 し 議 る。 について理解

合 い が で き ・プライバ シー す る 。

る 。 に 配 慮 す る 。
・燃 四vヘ ノ、vゲの A戸 の'1'押 掴 ゾゾ ー脚}-v=辺.F、 κ}W

fへ,. … ン～Ψφ ㌧繍

3学 年 年間指導計画抜粋 「下級生の不安や悩みについて考えよう」

活動内審 時 指導の
活動の 内容

指導 ・援助の
評 価月 活 動名

123数 ね らい 留意点

下級生の不 @01 下級 生の悩 ・グ ル ー プ協 議 ・目的を考えて上 ・問題解映に は

9安 や悩みに み 等 に つ い 級生の立場でま 多 くの方法が

ついて考 え て班 や学 級 じめに考えさせ ある ことを知

月 よう
で 話 し合 い る 。 る 。

ヵ{で き る 。

㎜ ジ郵5繍 、一 醐 凸… 逮珍鰯 欝 '湿4》γ困ノ 、 ♂ 餓'繍

◆ 学 級 活動(2)ア の 内容の 関連 に よ る改 善 ・充実

学 級 活動(2)ア の(ア)一(カ)の 各活 動内 容 を充実 させ るた め に は、各活 動 内容の 関連 性 を

考 え、指導 計 画 を作成 す るこ とが効 果的 で ある.例 え ば 「(エ)男 女相互 の理 解 と協 力」 を

実 施 す る前 に 、「(イ)自己及 び他者 の個 性の 理解 と尊重 」や 「〔オ)望 ま しい 人間関係 の確 立 」

の活動 を実施する ことで、生徒一人一人の個人及び集団に対す る肯定的な意職が醸成 さ
れ 、(エ)の 活 動 が 深 ま り を見 せ る 。

【内審 を深める指導計画上の工夫例 】

{国 ㈹ 渤5》 回 ㈱ 活勤 弓 ・Σ回 ω 青棚 徽 や鰍 その解司

「国 伽 訓 ⇒ 回 ㈱ 閥1・:廼(カ)ポ ランテ・踊 ・の鵡 明 糾

1そ れ ぞ れ の 浩 噛 の 環 ま り 〉
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(2)人 と人 とのかか わ りを大切 に した活動 の工夫

学級 活 動 の内容(2)ア の6項 目は、f人 と人 との かか わ り」 の 中で人 間 と しての 生 き方 につ

い て の 自覚 を深 めるだ けで はな く、社 会 の 中で 自己を正 しく生 かす能 力 を養 うこ と と広 くか

か わ らせ て指導 す る こ とが大 切 で ある。 しか し、現代 の児童 ・生徒 は、 人間 関係 の希 薄 さや

他 人 に共感 して思 いや る心 の弱 さな どが指摘 され てい る。今 ま さに、「人 と人 との かか わ りを

大 切 に した活動 」 の工夫 が求 め られ てい る と考 える。

学級 活 動 の内容(1)の 活動 に お いて は、学級や 学校 内 の生徒 相 互 の直接 的な 人間 関係 につ い

て理 解 を深 め、交流 を図 るこ とが大 きな柱 とな ってい る。一 方 、学級 活 動(2)ア の活 動 にお い

て は 、 よ り広 い意 味で の人 間 関係 の在 り方 を考 え、男 女 の交 流 、異学年 交流 、そ して地 域 の

方 や 関係機 関の方等 との 「人 と人 との かか わ りを大切 に した活動 」 を通 して 、望 ま しい人 間

関係 を確 立 して い くこ とが大 切 で ある。

◆ 「人 と人 との かかわ りを大 切 に した活 動」例

① 活 動 内 容 ② ア の 「(オ)ボラ ン〒 イア活 動 の 意 義 の 理 解 」 と関連 させ た 指 導事 例

く地 域 の関係機 関 の人た ち との か かわ りの活動 事例 〉
・活 動 名 「ク リー ン作戦一 地元 地域 を全校 で清掃 しよ う一(3学 年)」

・活 動 の流 れ

② 活 動内容②アの 「(7)青年期の 不安や悩 み とそ の解決 」に関連 させた椙導事例

(他 学年の生徒 とのかかわ りの活動事例〉
・活動名 「不安や悩みについて話 し合おう(2学 年)」

・活動の流れ

2学 年の学級の班長会(学 級企画委員会〉で悩みについてのアンケー トを実施

ナ ンケー トの集計結果 を3学 年の学級活動に情報提供す る。3学 隼の学縁活

動 で上級学年が考える解決策や下級生へのア ドバ イスを協議

③ 活 動 内 容② ア の 「(エ)望ま しい人 間 関係 の 確 立 」 に関 連 させ た指 導 事 例

(小 学校 の 児童(異 校種 間)と の かか わ り〉
・活 動 名 「小学校 でのア シス タ ン トテ ィー チ ャー体 験 を しよ う(3学 年)」

・活 動 の流 れ

【D学 綴 員会からの呼びかけ(学 年榔 との関連)洛 学級への鮨 脱明 】
_J一

⑦ 学級ごとに班長会で授期 容(繍)を 検討L小 学校と迎縮 凱 て弊 「
委員会で決定、学級内で班 ごとに指導計画の作成

㌧ 」

耐__』 一

【三)'畔 榔 出向き藩 前に分1ナられたグループごとに小学生を学習指導1
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(3)生 徒 が 主体 とな る活 動 の工夫

生徒 が 主体 とな って活動 をす す め るたあ には 、

そ の活 動が 「生 徒 に とって身 近 な事 柄 であ るこ

と」また、「そ の活動 に一緒 に取 り組 んで い こ う

とす る雰 囲気 が あ る こと」 が大 切 で ある。 そ の

ため には 、委員 会 ・班 ・係 な どの学級 内の組 織

を活性化 させ 、 計画→ 実践 →評 価→ 改 善のサ イ

クル を定着 させ る ことが大切 で あ る。

学 級 リー ダ ー の 活 躍 す る 場 と し て 学 級

企 画 委 員 会(担 任+学 級 委 員+班 長)、

又 は 班 長 会 な ど を 定 期 的 に 行 う こ と で

個 人 及 び 社 会 の 一 員 と し て の 在 り 方 に

つ い て 考 え る こ と が で き る 。 ま た 、 前 向

き に 意 見 交 換 を す る こ と で 、 担 任 が 見 落

と し が ち な 諸 問 題 や 課 題 が 早 期 に 発 見

で き る こ と も あ り 、 さ ら に 、 早 期 解 決 に

向 け て 生 徒 が 主 体 的 に 取 り 組 も う と す

る 意 欲 に も 結 び つ く の で は な い か と 考

え た 。(図2参 照)

(4)教 育相 談 の 手法等 を活 用 した活動 の工夫

図2生 徒が主体 となる組織 を生か した

活動の流れ例

「

く学級担任か ら活動のね らい、計'
回案を学縁婁員へ提示》

・指導計 画に基づき学級の実態

等 を踏 まえ設定
」、

一m

来あるいは突発・5的 な課題の発生
' h

く学級企園委 員会 での協膳}
・学級 委員 と各班長で学級の現状

報告
・活動全体 についての意 見交換

・実態調査等の準備
」 」

`

[備 りの鱒 で鶏 融 の購 》1

↓

く学蔽 企画 委員会 で実 態調査 の集

齢)
・実態調査の集計及び分析

・集計結果 を踏 まえた活動計画の

修 正

く学級活動》
・学級委員 ・班長か ら学線活動

のね らい ・内容について脱明
・実態調査の報告

・学級 活動の実施

く学級 企画婁貞会 で活動の反省 、
凍 回の 計圏》

学習 指導 要領 解説 一特別活 動 の活 動内容(2)ア にお いて 「生 徒 に とって身 近 な問題 を取 り上

げた り、様 々 な活 動の方 法 を取 り入れ た り して、生徒 が 自分 自身 の問題 と して受 け とめ てい

くよ う適切 な指 導 ・援助 を行 う1と あ る。 特 に中学生 の 時期 は 、感 情 の起伏 が激 しい時期 で

あ り、その指 導や援 助 に専門的 な知識 や 技能 が求 め られ る こ とも少 な くない,こ の こ とか ら、

学 級 活動(2)ア にお いて も、「(ア)青年期 の不 安や悩 み 」「(イ)自己及 び他者 の個性 の理解 と尊 重 」

な どの活 動 に、養護 教諭 や ス クー ル カ ウンセ ラー とのテ ィー ム テ ィー チ ン グを取 り入 れ る こ

とは効 果 的で あ る と考 え る。 本研 究 にお いて は、担任 とス クール カ ウンセ ラー のテ ィー ムテ

ィー チ ング によ リス トレスマ ネー ジメ ン トを取 り入れ た 取組 を行 った。(図3参 照)

学級 の 実態 等 に応 じて、 その他 の 手法(構 成 的エ ンカ ウン ター 、 ピア サポー ト、 ソー シ ャ

ル ス キル トレー ニン グ、ア サー シ ョン トレー ニン グ、 ロール プ レイ ン グ)な ど教育相 談 的 な

手法 を学 級活 動 に取 り入 れ るこ と も考 え られ る。

図3ス トレス マネー ジメ ン トを取 り入 れ た活 動の 流れ(例)

《実 態 把握)

事 前 ア ン ケ ー ト
に お い て 課 題 を

確 認

、
　

「

〈担任 の授 業〉
共感性をは ぐくむ

1活動の実施 ⇒ll羅
L
1

団

.「

く評 価)
事 後 ア ンケ ー ト

による振 り返 り
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3指 導 事例1活 動名 「不 安や 悩み につ いて話 し合 お う」(第2学 年)

■事 例 の概 要

本 事 例 は、中 学校段 階特 有 の様 々な 不安や 悩み を、学級 で の グルー プ 協議 の内容や 異 学年

の意 見 ・助 言 を参考 に して 解決 してい こ うとす る態度 をは ぐ くむ こ とや、不安や 悩み を学級

の 生徒 同士 のか か わ りの 中で 解決 して い くこ との大切 さを理解 させ る こ とを 目標 と した も

の で あ る。

生 徒 が グル ー プ や学級 全体 で 考 え る2学 年 生徒 の 不安 や悩 み につ いて の例 は、教師 が学 級

生徒 を対象 に行 った実態 調査 等 を もとに作成 した。

ま た、不 安等 の例 に対す る生 徒 自身 及び 学級集 団等 に よる問題解 決 の方 法につ いて は、あ

らか じめ3学 年 の 学級活 動 で 「悩み ・不安 を もつ 後輩 へ の ア ドバ イ ス」を考 え させ た。直接 、

活 動 の場 を共 に して はい ないが 、異 学年 とのかか わ りを生 か した事例 で あ る。

(1)活 動 の 目標

・不 安や悩 み の解 決 方法 につ いて 、班 ま たは学級 全体 で意 見 を 出 し合 い 、問題 解決 に 向 けて

話 し合お うとす る態度 を育て る。

・不安 や 悩 みを皆 で解決 してい くこ との大切 さを理 解す る。

(2)本 活動 の評 価規 準

関 心 ・意欲 ・態 度 思 考 ・判断 技 能 ・表 現 知 識 ・理 解

O不 安や悩みを皆で解 O不 安や悩みをかかえ O不 安や悩みを皆で解 O不 安や悩みを皆で解決

決 してい くこ とにっ てい る人^の か かわ 決 して い くこ とに っ していくこ との 大切 さ

い て 意欲 を も って活 り方 にっ いて 自己 の いて、自分 な りの考え を理解す るこ とがで き

動 に取 り組 む こ とぷ 課題 を見 出す こ とが を、班会 議 ・学級会畿 る 。

で き る 。 で き る 。 で表 現 す る こ とが で O不 安・や悩み につ いて解

O括 動 を通 して学 ん だ O自 己の課 題 につ い て き る 。 決 してい く方法 につい

こ とを 自 らの住 活の の解決方法を考 えて て 理 解 し て い る 。

中で積極的に生かモ い る 。

う と し て い る 。

(3)ね らいの達 成 のた めの 工夫

① 生徒 が主体 とな る活 動 の 工夫
・当該学 級 で行 っ た実態調 査 ・意識 調査 を参考 に教

師が 生徒 の不安 ・悩み につ い ての具体 例 を用 意す

る。 学年 ・学級 の実態 に応 じた具体例 を作成 す る

こ とで関 心 を高 め る。
・学級 企画 委員 会 の実施 、班長 に よる班会議 の進行 、

委員 に よる学 級 会議 の進 行 な ど、生徒 主体 の活動

に よって 意欲 を高 める。

② 人 と人 との かか わ りを大切 に した活 動の 工夫
・異学 年(3学 年)で 、共 通な 事例 を用い た活動 を

行 い、 そ の活 動 で出 た意 見 を参 考 に させ 、問題解

決 の手 がか りとす る。

③ 指 導 と評 価 の一 体化 を図 る工夫
・ワー ク シー トへ の 記入 内容 と、班会 議 ・学級会 議

の観 察 に よ り 「関 心 ・意 欲 ・態度 」 「思考 ・判断 」

「技 能 ・表現 」 を評 価す る。 ま た活動 を振 り返 っ

て の感 想 の 内容 に よ りf知 識 ・理解 」 を評価 す る。

教師示作成 した事例1

(あ る中学椋2年 女子の悩み よ り)

部 活動では夏の維合体育大会 が

終わ り3年 生は 引退を しま した。

私たちバ レー部も新 旧交 代の時

期 とな り、誰 もが新部長 は誰居の
か 、自分 こそ、 とい う雰 囲気があ

りま した、バ レー部の 部長 は顧問

の 先生が毎年決め ることにな って

います。

そんなあ る日、新部 長が発表さ

れ、部長 は私 にな りま した。実 力

的に は自鎗を上回る部 員が他に た
くさん いたと思うので、その仲 間

の 目が 気にな り、毎日がとても 憂

うつです 。このまま部長の大役 を

緬 ける自信が麿いのですが、ど う
すればい いで しょうか。

楽他に5事 例を作成し、各班に分担
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(4)指 導 の実 際

◆ 事前活動1

活動の場

放課後

50分x2回

活動の主体

学級企画委員会

{学級委員+班 長〉

生徒の活動

① 担 任 教師 か ら活動 の概 要 説 明 を

受 け 、活 動計 画 を 作成 す る。

② 意 識 調査 ・実 態調 査 の 内 容 ・項 日

を 検討 し、調 査用 紙 を 作 成 す る。

指導上の留意点

O生 徒 の 自治 的 活動 を活 性 化 させ る

た め 、 細 か な 計画 は示 さ な い。

O調 査 の 内 容 に つ い て は 、個 人 の プ ラ

イ バ シ ー に配 慮す る よ う指 導 す る 。

◆ 学級活動の時間 第1次

生徒の活動

① 学紐 委 員 か ら本 活 動 につ い て の説 明 を行 う。

② 不 安 や 悩 み に つ い て の意 識 崩 査 ・実 態 調 査 を 実 施 す

る。

指導上の留意点
O不 安や 悩 み につ い て 、学組 で共 に解 決 に 取 り組 ん で い

く こ との 夫 切 さを伝 え る。

O教 師 か ら本 活 動 の意 義 ・意 味 につ いて 補 足 説 明 す る。

◆ 事 前 看 勤2

生 徒 の 活 動 等

① 意 識 調 査 ・稟 態 観 査 の 集 計 と活 動 案 の 胃 検 討 をす

る.(放 課 後50分 、 学 紐 企 画 委 員会 〕

②担 任 教 師 が 作 成 した2学 年 生 徒 の 不 安 ・悩 み の具 体

例 寮 につ い て 協 議 す る。(故 課 後50分 、学 級 企 画

委 員 会}

③ 各 斑 へ の 具 体 儲 の 撞 り分 け、学 級 活 動(第2次}の

準 備 をす る。{放 謀 後50分 、 学蔽 企 面 委 員 会)

④ 各 班 長 か ら 、6つ の 具 体 例 の 提 示 〔帰 りの会 、全 且)

◆3学 年の学級活動の時間(1時 問)

生 徒 の 活 動 等

Φ 学 紐 委 負 か ら本 活 動 の ね ら い 等 に つ い て 説 明 を す

る。

②2学 年 担 任 が 作成 した6つ の 悩 み ・不安 の具 体 例 に

つ い て 、先 輩 で あ る3学 年 と して の助 言 を グ ル ー プ

で 考 え、 ま と め る.{X3学 年 担 任 と2学 年 担 任 は

活 動 の ね らい 、内 容 等 に つ い て の共 通 理 解 を 図 る。)

◆ 学級活動の時問 第2次

生徒の活動

① これ ま で の 経過 の説 明 を受 け、 学 級 企 画 委 員 会 の 内容

を学 緩 委 員 が説 明 す る。

② 班 会 議 で 、 事 例 に対 す る解 決 策 や 助 言 を協 議 し、 ま と

め る.

③3年 生 の 助 言 を班 長 が読 み 上 げ 、 話 合 い を再 闇 す る.

④ 班 会 議 の 内 容 を ま とめ て 班 長 が 発表 し、 学 紐 全体 で意

見 を出 し舎 う。

⑤ 活 動 を 振 り返 り、 活 動 を通 して 考 え た こ と等 につ い て

感 想 を書 き 、狛 衰 す る。

指導上の留意点

O意 識 調 査 の 結 果 に も触 れ 、 活動 の 目標 を確 翻 す る。

Oワ ー ク シー トを工 夫 し、積 極的 に話 し合 い に 参加 さ

せ る.

03学 年 の 助 言 を参 考 に 、目分 の 意 見 を ま と め らhな

い生 徒 に対 して個 別 に支 援 を行 う。

O生 徒 主体 の活 動 に な る よ うに 、学紐 委 員 に 協 議 の 進

行 を させ る。

O本 活 動 の ね らい を 再確 認 させ 、この 活 動 の 大 切 さ を

伝 え る。

◆ 事 後 の 学 習O常 繕傘爾委:員会で本活動についての評価を行う。

(5)努 力 を要す る状 況の 生徒 へ の手 だて

・班 会 議等 の際 に 意欲的 に参 加 で きない生徒や 自分 の意 見 をま とめ られ ない生徒 に対 し

て、 個別 に 支援 を行 う。

・ワー クシー トの 記入 内容 を評価 し、 コメ ン ト欄 を用 い て改 善点 につい て助言 を行 う。

(6)生 徒 の変容

・本活 動 の過 程 にお いて 、 自分 の考 え を表 現す る こ と、 他人 の意 見 を聞 くこ とを経 験 し、

問題 解決 に向 けて の意見 交換 が活性 化 した。

・意 識 調査 で は 、不 安 や 悩 み につ い て学 級活 動 の 時 間 に おい て 皆 で相 談 して解 決 して い

こ うと思 う生徒 はわず か であ ったが 、活動 を振 り返 り、学 級 内 に 自己を打 ち明 け、 と も

に問題 解決 に取 り組 んで いきた い と答 えた生徒が 多 くな った。
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4指 導 事 例2活 動名 「教育 相韻 の手 法 に よる不安 解決 へ の ア プローチ 」(第2学 年)

■ 事例 の概 要

本事 例 は 、程 度の 差 こそ あれ 、思春 期 の中で 多 くの不安 や 悩み を抱 え てい る生徒 の状況 を

踏 ま え、自分 で不安 等 を軽 減す る方法 を理 解す る と ともに、学級 内 で他者 の悩 み等 を受 け止

め、気 持 ちに寄 り添 うこ との大 切 さ等 につ いて考 え させ る事例 で あ る。

学級 活 動 の時 間 におい て は、「(わ自己及 び他 者 の個性 の理 解 と尊 重」の活動 として 、教育

相 談 の手 法 を取 り入れ た ロール プ レイ に よ る傾聴 訓練 体験 を第1次 に行 った。その後 、第2

次 と して 「(ア)青年期 の不 安や 悩 み とそ の解決 」 の活 動 で あ る、学級 担任 とスクール カ ウン

セ ラー との テ ィー ムテ ィー チ ン グに よるス トレスマネ ー ジ メン ト実 習 を行 った。

(1)活 動 の 目標

・他 者 の悩 み を受 け止 め る活動 や 、不 安や悩 み を軽減 す る方 法の 学習 に意欲 を もって取 り

組 む。

・自分 自身 や他 者 の状態 を判 断 し、気 持 ちに寄 り添 う態度 を考 え る。

・不安 や悩 み の受 け止 め方 と解 決 方法 を理 解す る。

(2)本 活動 の評 価規 準

関 心 ・意 欲 ・態度 思考 ・判 断 技 能 ・表 現 知識 ・理 解

O他 者の悩みを受け止め活 O相 手の気持 ちに共感 し O与 えられた役割に沿っ O不 安や悩みの受け止め

動や、不安や悩みを軽減 よ うと、 思 い や りを 持 っ て 応 答 で き る。 方 の 基本 を理 解 で き る。

する方法の学習に意欲を て 接 す る よ うに 自 分 の O考 え た こ と を ワ ー ク シ O話 を聞 く態度の大切 さ

も っ て 取 り組 む こ とが で 態 度 を考 え られ る. 一 ト・班 会 餓 で 表 現 す る を 理 解 で き る。

き る 。 O自 分や相 手の状態を判 こ とが で き る。 O不 安 や悩 み を 軽減 し、共

断 し、 気 持 ちに 寄 り嶺 う O実 習 に よ り、緊 張 を 軽減 感を通 して解決す る意

態 度 を考 え られ る。 し、不 安 や 抵 抗 を軽 減 で 義 を理解 で き る。

き る.

(3)ね らい達成 の ための 工夫

① 教育相 談 の 手法等 を活用 した活動 の 工夫
・ロール プ レイに よる傾 聴 訓練 を実 施す る.

・ス トレスマ ネー ジメ ン ト実習 を行 う。

・不安や 悩 み の専 門家で あ るス クー ル カ ウンセ ラー か ら、

活動 全体 につい ての助 言 を受 け る。
・授 業 にお ける生徒 に対 して の ス トレス マネー ジメ ン ト

案 習等 の指 導 と授 業後 に生 徒 が個 別 指 導を受 け る。

② 生 徒 が主体 に な る活動 の 工夫
・学級 委 員や 班長 に、学 級 の課 題 を投 げ かけ 、その 改善

に向 け、 主体的 に活動 させ た。

③ 配 列 の工夫
・学級 活動 の時 間 におい て は、第1次 で 「(イ)自己及 び他

者 の 個性 の理 解 と尊重」 の活 動 を行 い、第2次 で 「(ア)

青年 期 の不安 や悩 み とそ の解 決」 の活 動 を配 列 した。

④ 指導 と評 価 の一 体化 を図 る工夫
・「振 り返 りシー ト」 を用い て評価 を行 い、 スクール カ ウ

※ ロ ー ル プ レ イ で 例 示 し た 内 容

◇ 「テ ー マ の 例 」

好きな震べ物,自分の趣味,将来の 夢、

昨 日の出采事、好きな琶楽,ス ポーツ、

移動敦呈の思い出

◆r自 分 本 位 居 態 度 」

相手の竈見を否定する,相手を見 下す,

「ふ～ん、へ～」と億そ うに相づちを打つ

「そん なことばかげている」という態度

頬杖 甚つく、足や腕 を組む

◆ 「痛闘 心な 態度 」

相手の ことを見 ない1櫓手から離れ る

機を向く、髪 や服蒼い じる、皿をかむ、

眠たそ うにあ くびをする、質問を しない

◆ 「闘心 あ る 態度 」

檀手の目をi見る,何度 もうなず く

笑噸で聞く(表 情),い ろいろ質悶 する

椀手の話に屈心 する

ンセ ラー の協 力 を得 て 、面談 等 に よ り個 別指 導 を実施す る。

一98一



(4)指 導 の実際

◆ 事前浩動
活動の場 活動の主体 生徒の活動 指導上の留意点

放 課 後

50分Xユ

学紐委員
+班 長

① 学 紐 委 員 ・班 長 は 、担 任 か ら活 動 の

ね らい や 内 容 な どの 説 明 を受 け る。

② 班 長 が 、 活動 内容 を臨 議 す る.

Oク ラ ス の 現 状 と課 題 を 実 態 調 査 を基

に 説 明 し,活動 の 必 要性 とね らい を 明

らか に す る。

帰 りの 会
全 員 ③ 担 任 か ら実 態 讃 査 結 果 を基 に、活 動

の ね ら い を、班 長 か らロー ル プ レイ

に つ い て説 明 す る。

O話 をす るテ ー 守 に つ い て,自 分 た ち で

話 しや す い も のを 考 え させ る。

昼休み
学級委員

+班 長

④ ロー ル プ レイ の実 演 に 向 け,分 担 し

た 役 割 を実 際 に行 い,練 習 す る

⑤ 実 習 を進 め や す い ペ ア の 作 り方 に
つ い て 横 討 す る。

O班 長 に ロー ル プ レイ の例 示 の た め の

牙 担 と話 し方 の 特 徴 を磯 認 させ る。

Oね らい と ク ラ ス 内 の 人 間 関係 を 考 え

た ベ ア の 作 り方 を 考 え させ る。一
◆ 学級活動の時間 第1次

生徒の活動

① 担 任 か ら本 時 の 流 れ の説 明 を 受 け る。

② 生 徒 同 士で ベ ア に な り、 ロー ル プ レイ を行 う。

i鱗 盤 」ト 惣 雛 薯厚射
③ 役 割 ご とに 、 「振 り返 りシー ト」 に感 想 を記 入 。

④ 班 で 、感 想 を発 表 し合い 、ま とめ る。

⑤ 教 師 か ら、本 時 の ま とめ を聞 く、

指導上の留意点

Oロ ー ル プ レイ の注 意 点 を硅 認 す るg

Oそ れ ぞれ の役 割 の 態度 の もつ 特 徴 的 な 発 言 や 姿 勢

等 を黒 板 に掲 示 し、説 明す る.'

O話 をす る 内奪 につ い て例 示 し、黒 抜 に 掲 示 す る。

O班 長 が投 割 顧 度 ご とに 、ロール プ レイ を実 演 し、理

解 を深 め 、興 味 を 高 め させ る.

O班 長 韻 司 会 を し、感想 を共 有 させ る こ とに よ り、聞

く態 度の 重要 性 に つ い て確 認 させ る壱

O次 時 にっ なが る よ うに ま と め る。

◆ 学級活動φ時聞 第2次

生徒の活動

① 前 時 の授 業 の 内 容 を 振 り返 り.話 を 聞 く側 の 態 度 の 重

要性 を確 認 す る。

② 自 分 た ち で 不 安 を 軽 減 す るス ト レス マ ネ ー ジ メ ン ト

を体 感 し、そ の解 決 方 法 の 遺 択 肢 を広 げ る。

③ ス クー ル カ ウン セ ラー か ら,不 安 や 悩 み を聞 く とき の

注 意 点 や 、好 ま しい態 度 に っ い て の 説 明 を受 け る。

④r振 り返 リ シー ト」 に 本 時 の感 想 を 記 入 す る.

⑤ 教 師 か ら、思 暮 期 とい う時 期 の 特性 に つ い て 説 明 を受

け る と とも に 本時 の ま と め を聞 く。

指導上の留意点

OPラ ッ クス した 雰 囲 気 を作 る。

Oス ク ー ル カ ウン セ ラー や 実 習 内辱 へ の 緊 張 感 や 不

安 に つ い て も 同時 に軽 減 を図 る。

O実 習 は 、 見 学 だ け で も よ しと し、 強 要 を しな い.

O言 葉 だ け で な く、表 情 、態 度 等 を 緯合 して 相 手 を受

け止 め 石 こ と を碓 認 させ る.

O不 安 や 悩 み を解 決す るた め に 必 要 な能 力 や 艦 度 に

つ い て個 々の 課 題 を明 確 に させ 、意 識 付 け を強 化 す

る。

◆ 事 後 の学習 .O学 級委員 ・班長で本活動にっいての評価を行 ㍉

(5)努 力 を要す る状 況 の生徒 へ の手 だ て

・担 任 は ,自 己評価 カー ド(振 り返 り用 紙)に よる生 徒 の コ メン トを確 認 して 、個 々の生

徒 の状 態 を把握 し、適 切 な助 言 を行 う。

・ス クー ル カ ウンセ ラー の援 助 を得 て、飼別 の指導 ・助 言や 訓練 を活 動後 に行 う。

(6)生 徒 の変容

・傾 聴 訓練 の授 業 におい ては 、聞 き手の態 度 によ り、話 し手側 の気 持 ちに大 き な変 化 カヨ見

られ た こ とが、表 情や振 り返 りシー トの肯定的 な意 見か ら確 認 され た。

・ス トレスマネ ー ジメ ン ト実 習で は 、初 めは実習 に対す る生徒 の 不安 もあ り消極 的 であ っ

たが 、 リラ ックスす ると同 時 に積極 的 に参加す るよ うにな っ た。 また 、不安や 悩 み を聴

く態 度 の 注意点 を、 関心 を もって うな ず きなが ら聞 く生 徒 が多 く見 られ た。
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四 研 究 の 成 果 と課 題

中学 校 段階 の生 徒た ちの規範 意識 の低 下や 問題行 動 の発 生、 無 気力化 の傾 向等の状 況 を踏 ま

え た時 、各学 校や 学級 の 実態 に応 じて 学級活 動(2)ア の活 動 を意 図的 ・計 画的 に実施す る と とも

に 、活 動 内容 の改 善 ・充実 を図 る こ とが重 要で あ る と考 え、 「学 級活 動(2)ア にお ける、 生徒 一

人一 人 の 健全 な生 活態 度 を養 う取組 等 を通 して」 を研 究の 副主 題 に設 定 し、各学校 にお ける実

施状 況 等 の実 態調 査並 び に、指 導 内容 ・方 法 と評 価方 法 につ い て開発 を試み た。そ の結 果 、以

下 の とお りの成果 と課 題 を得 るこ とがで きた。

1本 年 度の 成果

○ 学 習指 導要 領 に示 され る学級 活動(2)ア の6つ の 内容 例の 中 でr(ア)青 年期 の不安 や 悩み

とそ の解 決」 につい て は、 実態調査 の実施 に よ り、教 師 ・生 徒 の双 方が 不安や 悩み 等 の個

別 の問題 を学級 とい う集団で取 り上げることに躊害 している等の実態があ り、学習指導要

領 の 「基 準性 」 を考 えた時 、実施 上 の配慮点 や具 体的 な活 動 例 を示 す ことの必 要性 が 明 ら

か にな っ た。

O学 級活 動(2)ア の内容 例 の 中でf(ア)青 年 期 の不安や 悩 み とそ の解決 」の充実 につ いて は 、

活 動 の実施 の前段 階 と して 「(イ)自己及 び 他者 の個性 の理解 と尊重 」や 「(わ望 ま しい 人 間

関係 の確 立」 の活動 を配 列す る ことで、 個々の生徒 の 自己理 解 を一層深 める とと もに、豊

か な人 間 関係 を は ぐ くむ こ とが分 か っ た。 また 、 「(力青年 期 の不安 や悩 み とその解 決 」 の

活 動 にお いて 学級 内 に互 い に 自己の 問題 を打 ち明 け、 と もに問題 の解決 に取 り組 んで い こ

うとす る雰 囲気 が 学級 に醸成 す る こ とにつなが る こ とが分 かっ た。 この こ とか ら、教 師 が

内容 項 目を意 図的 ・計 画的 に配 列 し、指 導方 法 を工夫す る こ とが学 級活 動(2)ア を充実 させ

るた め に効 果 的 であ る こ とが明 らかに なった。

O生 徒 の 意識 調査 等 を学級 活動(2)ア の活動 の事前 ・事 後 に行 い、集 計結 果等 を提示 す るこ

とに よ り、 生徒 自身が 学級 や個 人 の意識 の実態や 変容 等 に気 付 き 、生徒 の関心 ・意 欲 を高

め、 自発 的 ・自治的 な活動 茄一 層進 む こ とが わか った。

O異 学年 にお い て も同 様 な取組 を行 い 、意識調査 の結 果や 学級活 動 での話 し合い の 内容等

を指 導 に生 かす こ との有効性 や 、 ス クール カ ウンセ ラー な ど専 門的 な知識 を有す る人 材 や

教 科 担任 や養 護教 諭 とのテ ィー ムテ ィーチ ングな ども有 効 な手 だ てで ある こ とが活 動 か ら

分 か っ た。

2今 後 の課 題

Oテ ィー ムテ ィーチ ングの実施 な ど教 師間 の協力 体制 を どの よ うに構 築す るか につ い て研

究 を進 め るこ とが必要 で あ る。

0生 徒 の実 態 に合 わせ た 、生 徒 の 自発 的 ・自治的 な活 動 とす るた めの事前 ・事後 の調 査 の

在 り方や 活 動 の評価 の在 り方 につ い て実践 を通 した検 証 を進 め るこ とが大切 であ る。

O実 態調 査 か らf(ア)青 年 期 の不安 や悩 み とその解 決」 に続 いて 、「(エ)男女相 互 の理解 と協

力」「(カ)ボラ ンテ ィア活動 の意 義 の理 解 」な ども教 師が 取 り上 げ難 い と感 じている こ とが明

らか にな った。 今後 、本研 究 の成 果 を踏 ま えて 、実践 ・研 究 を行 いな が ら 「基 準性 」 に基

づ い た教育 活動 の推 進 、 と りわけ、健 全 な生活態 度 を養 うた めの 手だ ての研 究開発 を行 っ

て い くこ とが 、一層 の特 別 活動 の充 実の た めに必 要 であ る。
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